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いのりの日集会 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道徳の授業参観 
 
６月２日、３日と分散して授業参観を

行いました。各学級とも「命の大切さ」

に関する道徳の授業を行いました。普段

は、「命」に関して深く考えることがない

と思いますが、それぞれの学級の授業に

おいて、しっかりと考える様子を見るこ

とができ、自分の命も大切、同じように

友だちの命も大切なんだということを

考えることができました。ご参観ととも

に、事前の手紙の作成など、ご協力あり

がとうございました。 

 

いのりの灯 
 

６月 3 日夜、雲仙岳災害記念館で追悼行

事「いのりの灯」があり、４年生が参加し

ました。「いのりの灯」は雲仙・普賢岳の大

火砕流の犠牲者を追悼し、災害の記憶や教

訓を子供たちに伝えようと毎年 6 月 3 日

に行われています。約 1200 個のキャンド

ルは島原半島 3 市の園児や小中学生が作

り、本校も４年生が作成しました。災害に

対する思いや絵が添えられた自らのキャ

ンドルに明かりを灯し、静かに祈りまし

た。 

6 月 3 日、31 年目の「いのりの日集会」

を行いました。今年度もリモート集会で実

施し、島原消防署職員、内藤圭さんの貴重

なお話をお伺いしました。当時の噴火災害

の様子や人々の暮らしの様子、消防署が

人々の命を守るために行っていたことな

ど、たいへん貴重な話でした。子どもたち

も興味深く聞いていました。最後は、「生き

ていたんだね」を各学級で歌い、「生命・き

ずな・感謝」の気持ちをさらに深めた集会

となりました。 
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電子書籍「Yomokka!」の導入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 13日から水泳学習が始まります。今年度 

 から水泳カードは、「健康観察フォーム」に 

 追記します。必ず保護者の責任の下、毎朝 

入力・送信してください。 
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長
崎
県
高
校
総
体
が
、
数
年
ぶ
り
に
有
観
客
で
行
わ
れ
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
各
種
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
な
ど
中

止
と
な
る
中
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
先
輩
た
ち
の
想
い
を
受
け
、

県
内
の
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
が
、
躍
動
し
て
い
た
。 

私
も
指
導
し
て
き
た
教
え
子
た
ち
の
応
援
に
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

を
参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

教
え
子
た
ち
五
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
分
か
れ
て
戦
う
の

は
、
い
さ
さ
か
複
雑
な
心
境
で
も
あ
っ
た
が
、
一
人
一
人
が
こ
れ

ま
で
流
し
て
き
た
汗
の
分
だ
け
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
、
そ

の
成
長
ぶ
り
を
嬉
し
く
思
っ
た
。 

九
州
大
会
、
全
国
大
会
が
無
事
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
教

え
子
た
ち
の
活
躍
を
心
か
ら
願
う
。 

 

第
四
小
学
校
出
身
の
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
も
各
種
競
技
で
活
躍

し
た
。 

新
聞
の
ス
ポ
ー
ツ
面
を
隅
か
ら
隅
ま
で
、
各
種
競
技
の
結
果
を

探
し
な
が
ら
、
そ
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
想
像
し
た
。 

個
人
競
技
で
の
名
前
を
見
つ
け
る
と
誇
ら
し
く
思
う
。 

四
小
の
先
輩
方
の
活
躍
を
後
輩
た
ち
に
も
伝
え
た
い
。 

 

島
原
市
中
総
体
も
始
ま
る
。 

感
染
防
止
の
た
め
、
観
戦
・
応
援 

は
で
き
な
い
が
、
杉
谷
っ
子
の
活
躍 

を
願
い
つ
つ
応
援
し
た
い
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保護者の皆様のご協力により、タブレッ

ト端末の活用が、授業だけではなく、家庭

学習での活用としても広がりを見せてい

ます。特に今年度は、家庭学習での有効的

な活用方法の構築を本校職員のテーマと

しています。 
 

例えば、新しい学習内容に入る前に前学

年の内容を復習する。授業内容を解説動

画で確認する。授業内容の習熟のためド

リルを活用するなどです。学力向上につ

ながる活用方法を検討します。 
 

併せて、健康面やモラル面の指導もさら

に力を入れていきます。 
 

また、今年度から電子書籍読み放題サー

ビス「Yomokka!」を 4 年生以上の児童に

導入します。昨年度、試験運用し、育友会

の援助を得て、本格導入します。18 社

2400 冊の書籍がタブレットで読み放題

になります。 
 

また、小学生新聞が毎日購読できます。

すでに毎朝、新聞を読み、感想をまとめた

り、自主学習に活用したりしています。こ

のことで読解力、語彙力、思考力育成を図

るとともに、調べ学習や隙間読書にも活

用しています。 

 育友会の支援に心から 

感謝いたします。 
 


